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資料１ 

 

備蓄医薬品の管理方法について 

 

【備蓄医薬品を循環型で管理することにより懸念されること】 

 

〇循環備蓄とは、各医療機関は日頃から所管する医薬品等と併せ、日常の診療において使

用期限に留意しながら院内で使用、及び補充する方法。 

 

（１） 循環型とする場合、発災時の薬剤の取り出し方法について。 

 

 

 

（２） 病院前救護所に来所する傷病者は、打撲や捻挫、擦過傷等の軽症だと考えられ

る。処置としては清浄・消毒し、患部保護や固定を想定し、備蓄医薬品は、現

災害医療本部・応急救護所備蓄品目一覧から縮小する方向性として良いか。 

 

 

 

（３） 備蓄医薬品はリスト化し定めた上で、各病院が取り扱っている医薬品とすり合

わせを行う必要がある。 

 

 

 

（４） 医薬品の変更・終了などが生じた場合や使用期限切れ、内容価格変更が生じた

場合の対応と、管理状況確認のため定期点検の必要がある 

 


